
 

 

 

１ 実践の目的 
 二宮町では、令和５年４月より町内すべ

ての学校が１つの施設分離型小中一貫教育

校『にのみや学園』となった。学園の開校に

向けて、にのみや学園の教職員全員の願い

や想いを紡ぎ、教育目標を次の通り定めた。 

 

 

この教育目標を実現するために、子ども

同士の学び合いや話し合いを中心とした授

業づくりに学園全体で共通性と一貫性をも

って取り組んでいる。学級づくりの基盤や

学習の進め方を揃えることで、子どもたち

が安心して学んだり、進級したりできるよ

うにするとともに、９年間を見通して子ど

もたちに必要な資質・能力の育成を図るこ

とができると考える。 

子どもたちに育みたい資質・能力を学園内

で共通理解を図り、授業づくりを進めるこ

とを大事にしている。 

 授業づくりでは、「何を学ぶか」だけでな

く、「どのように学ぶか」を意識し、知識・

技能だけでなく、思考力・判断力・表現力や

学びに向かう力・人間性を一体的に育てて 

 

 

いくための授業改善を図ることを意識して

いる。 

特に、４年次となる令和６年度において

は、学びに向かう力を高めていくために、以

下の内容も研究の視点に加えて取り組んだ。 

・習得の授業における子どもの主体性 

・日常生活や学校生活との関連付け 

・学習活動や単元全体の目的意識の共有 

 

２ 実践の内容 
（１）研究体制 

今年度も引き続き、教育力向上アドバイ

ザー吉新一之氏（元川崎市立川崎小学校長）

を講師に迎え、指導・助言を仰いでいる。 

 

（２）研究授業、研究協議の様子 

 今年度は６月２１日に４年生による国語

科、９月２０日に２年生による国語科、１１

月１５日に 5 年生による社会科を研究授業

とした。 

 ４年生の実践では、児童の聴く姿勢が素

晴らしく、今までの指導の積み重ねを実感

することができた。児童の発言量もさるこ

とながら、発言に対する反応がよく、一人一

人の意見を児童同士で大切にしていること

が分かる授業で

あった。受容的

な学級集団作り

が協働的学びに

おいて不可欠で

あり、そのため
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に「聴く」指導に重点を置くことを、全職員

で確認することができた。 

２年生の実践

では、自由に学習

集団を作る子ど

もたちの姿が印

象的であった。子

どもたちが実際

に行うことで、多

くの学びがあるだろう。その一方で、研究の

共通性と一貫性に関しては再確認の必要性

を感じ、子どもたちにつけたい力や、その力

をどのようにつけていくかを、学校全体で

貫くことで、真に子どもたちに力をつける

ことができるのではないだろうか。 

５年生の実践では、主体的に話し合いの授

業を進める子どもたちの姿があった。発言

という行為一つとっても、感想、アドバイス、

質問、考え、まとめなど、様々な種類があっ

た。子どもたちの多様な学びを保証する授

業となっていた。また、学習方法も学級なら

ではの工夫が見られていた。共通性と一貫

性を担保しつつ、

それぞれの先生

方が子どもたち

と授業を作って

いく、そんな未来

の授業像を垣間

見ることができた。この授業には、教師の

「子どもにつけたい力」に関わる明確な考

えがあった。話し合いの授業は、子どもに学

びのハンドルを預け、子ども自身が学び方

を習得していくことにねらいがあるが、そ

れは、教師の深い視座のもと実践されるこ

とで、より質の高いものにつながった。 

 

３ 実践の成果 
 研究を積み重ね続け、基本的な話し合い

の授業のスタイルは定着しつつある。この

「基本」が学校として定着していることで、

授業は安定し、子どもたちが安心して学べ

る環境づくりにつながるだけでなく、学び

の成果も質の高いものになっている学級が

増えてきている。 

 これらの実践より、共通性と一貫性に重

点を置いて、学校教育を進めていくことの

大切さをさらに実感することができた。 

 しかし、このような子どもの姿を実現す

るためには、低学年からの積み上げは必須

である。まずは、「聴く」ことに関する形と

その形を支える内面の心を育てる指導を積

み重ねていきたい。「聴く」ことの指導の積

み重ねは、本研究の根幹に関わる部分にな

るのではないか。 

 また、「深い学び」への教師の追究姿勢が

見られるようになってきた。研究討議でも、

「授業の深まり」を観点として話し合われ

る機会も多々あった。これは、教師の意識改

革の表れである。「6つの手立て」を機械的

に実践するのではなく、「6つの手立て」を

通して子どもたちを育てることと深い学び

を両立しようと考えているのである。 

 この「今ある手立てをただ実践する」とい

う意識からの脱却は、「守・破・離」で言え

ば、「破」の段階に入ってきた証であり、こ

のことは、教師の個性を生かした授業実践

につながっていく大きな可能性と呼べるの

ではないだろうか。 

 

４ 今後の展開 
 継続的な研究により培ってきた「受容的

学級集団」と「その学級集団による話し合い

の授業」を土台とし、先生方の個性を生かし

た発展的な取り組みも考えたい。そのため

にも、共通性・一貫性と多様性この調和を図

る研究のあり方を模索していきたい。 


